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宮川堤を泳ぐこいのぼり（3月30日撮影）

桜のつぼみが膨らみ、春の気配が感じられるようになった3月下旬の青空の
下、一足早く、宮川堤に色とりどりのこいのぼりが舞いました。
これは、3月31日・4月1日に宮川堤公園で開催された「花祭り少年野球大

会」を盛り上げるために掲げられたものです。

再生紙(古紙100%)を使用しています。
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男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
個
人
の
特
性
や
能

力
を
発
揮
し
、
共
に
生
き
生
き

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
中
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、
ま
だ
ま
だ

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
」

と
い
っ
た
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
が
残
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
で
は
、

こ
れ
ら
の
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
を
解
消
し
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
多
様
な
生
き
方
が
認

め
ら
れ
、
互
い
を
思
い
や
り
、

す
べ
て
の
人
が
自
立
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」を

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
性
別
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は

男
女
一
人
一
人
が
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら

の
意
思
に
よ
っ
て
、
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
画
す

る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
均
等
に
政
治
的
・
経
済

的
・
社
会
的
・
文
化
的
利
益
を

享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
担
う
こ
と
を
言
い

ま
す
。

５
つ
の
基
本
理
念
の
推
進

①
男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳

が
重
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
、
性
別

に
よ
る
差
別
を
受
け
な
い
こ

と
、
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が

均
等
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と

②
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
な
ど
に
基
づ
く
制
度
ま
た

は
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
多

様
な
生
き
方
・
個
性
が
互
い
に

尊
重
さ
れ
る
こ
と

③
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
方
針
の
立
案
・
決
定
に

共
同
し
て
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
る
こ
と

④
男
女
が
育
児
・
介
護
な
ど
の

家
庭
生
活
と
職
業
生
活
・
地
域

生
活
と
の
両
立
が
で
き
る
こ
と

⑤
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て

い
く
上
で
、
国
際
社
会
の
動
向

に
留
意
し
て
い
く
こ
と

パ
ー
ト
ナ
ー
の
日

男
女
が
互
い
を
思
い
や
る
日

と
し
て
、
毎
年
８
月
17
日
を

「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
」
と
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
伊
勢
市
独
自
の
規

定
で
、
ほ
か
の
自
治
体
に
は
な

い
取
り
組
み
で
す
。

み
ん
な
の
役
割

■
市
民
の
役
割

・
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地

域
・
そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
場

に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

を
推
進
し
ま
し
ょ
う

■
事
業
者
の
役
割

・
男
女
が
職
場
で
共
同
し
て
参

画
す
る
機
会
を
確
保
し
ま
し

ょ
う

・
職
場
に
お
け
る
活
動
と
、
家

庭
・
地
域
な
ど
に
お
け
る
活

動
と
を
両
立
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
す
る
な

ど
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進

し
ま
し
ょ
う

■
教
育
者
の
役
割

・
家
庭
教
育
・
学
校
教
育
・
生

涯
教
育
・
そ
の
ほ
か
あ
ら
ゆ

る
教
育
を
行
う
場
合
は
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
配
慮

し
ま
し
ょ
う

■
市
の
役
割

・
市
の
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
配
慮
し
ま
す

・
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
を
定
め

ま
す

・
市
の
委
員
会
な
ど
の
構
成
員

に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
男

女
の
均
衡
を
図
り
ま
す

市
全
体
で
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め

る
こ
と
が
、
条
例
を
制
定
し
た

大
き
な
目
的
で
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
男
女
共

同
参
画
の
意
識
を
持
ち
、
あ
ら

ゆ
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例 

を
制
定
し
ま
し
た

を
制
定
し
ま
し
た 
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例 

を
制
定
し
ま
し
た

を
制
定
し
ま
し
た 
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例 

を
制
定
し
ま
し
た 

市
民
参
画
交
流
課
（
1
　
５
５
１
３
） 

21

条
例
の
あ
ら
ま
し

条
例
の
あ
ら
ま
し
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松
村
勝
順

か
つ
の
ぶ

教
育
長
の
辞
任
に
伴
う
後

任
に
、
疋
田
勇
さ
ん
（
二
俣
町
）
が
、

３
月
市
議
会
定
例
会
で
教
育
委
員
に
任

命
同
意
さ
れ
、
ま
た
、
４
月
１
日
に
開

催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
会
議
で
教
育
長

に
選
任
さ
れ
、
４
月
１
日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。

教
育
長
に
　
疋ひ
き

田た

勇
い
さ
む

さ
ん

と
き

７
月
14
日
（土）
（
大
雨
・
強
風
・

宮
川
が
増
水
し
て
い
る
場
合
は
７
月
15

日
（日）
に
延
期
）

と
こ
ろ

宮
川
河
畔(

度
会
橋
上
流)

※
昨
年
と
同
じ
場
所
で
開
催
し
ま
す
。

下
表
の
と
お
り
販
売
し
ま
す
。

◆
お
願
い
◆

河
川
敷
内
で
、
観
覧
席
の
場
所
取
り

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
会
の
準
備
・

運
営
に
支
障
を
来
す
た
め
、
事
前
の
告

知
な
く
撤
去
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

観覧席 販売日

中島側

5月29日（火）
〈先行販売〉

①９：00～12：00
②13：00～17：15

5月30日（水）～

6月1日（金）～
（月曜日を除く）
9：00～16：30

販売場所

①いせ市民活動センター北館
（伊勢シティープラザ）・
１階ホール
②観光事業課

全国のコンビニエンスストア
（一部の店舗を除く）、観光事
業課など

尾崎咢堂
がくどう

記念館

料金 問い合わせ先

◆桟敷
さ じ き

席
（1区画につき6人まで）
・15,000円または12,000円
(エリアによって異なります)

◆個人自由観覧席
・1人につき1,500円

6,000円

観光事業課
(1@15566）

川端町自治会・

下川区長

1@54836
1090-7431-8948

川端側

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
４
月

１
日
か
ら
、「
助
役
」
の
職
が
「
副
市
長
」

に
か
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で

助
役
で
あ
っ
た
亀
井
秀
樹
さ
ん
が
、
副

市
長
の
職
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
職
で
あ
る
「
収
入
役
」

が
廃
止
さ
れ
、
会
計
事
務
に
つ
い
て
は
、

一
般
職
の
「
会
計
管
理
者
」
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら

「
助
役
」
を
「
副
市
長
」
に
改
め
、

「
収
入
役
」
を
廃
止
し
ま
し
た

職
員
課
（
1
@1
５
５
０
５
）

教
育
総
務
課
（
1
@2
７
８
７
５
）

教育委員名簿 (4月1日現在）

(敬称略）

役職名 氏名

教育委員長　角前泰之

教育委員 岡本國孝

教育委員 川上長歳

教育長 疋田勇

教育委員長
職務代理者

楠田英子

※
先
行
販
売
で
は
、
５
月
29
日
（火）
・
午

前
８
時
30
分
か
ら
、
購
入
す
る
順
番
を

決
定
す
る
抽
選
を
行
い
ま
す
。
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
午
前
８
時
30
分
以
降
に
来
た

人
に
は
、
抽
選
参
加
者
の
購
入
が
終
わ

り
次
第
、
先
着
順
に
販
売
し
ま
す
。

※
個
人
自
由
観
覧
席
は
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
・
外
宮
前
観
光
案
内
所
・

神
宮
会
館
で
も
販
売
し
ま
す
。

花火打ち上げ 
現場 

至松阪 

グラウンド グラウンド 

宮川 

個人自由観覧席 
中島側観覧席 

川端側観覧席 

桟敷席 

尾崎咢堂 
記念館 
尾崎咢堂 
記念館 

至伊勢市駅 

度会橋 

花
火
大
会

観
覧
席
の
販
売

観覧席の販売

（ ）

有料観覧席を 
販売 

第62回神宮式年遷宮・お木曳行事記念 

第55回伊勢神宮奉納全国花火大会 第55回伊勢神宮奉納全国花火大会 

有料観覧席を 
販売 

有料観覧席を 
販売 

観光事業課（1@15566） 
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国
民
保
護
計
画
は
、「
武
力
攻

撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」（
通
称：

国
民
保
護
法
）
に

基
づ
き
、
武
力
攻
撃
や
大
規
模

テ
ロ
な
ど
か
ら
国
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、
国

民
の
避
難
・
救
援
、
武
力
攻
撃

に
よ
る
被
害
を
最
小
化
す
る
た

め
の
対
策
な
ど
を
、
的
確
か
つ

迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的

に
作
成
す
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
、

伊
勢
市
国
民
保
護
協
議
会(

計
４

回)

の
開
催

、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
（
政
策
意
見
提
出
制
度
）

の
実
施
を
経
て
、
平
成
19
年
２

月
28
日
に
「
伊
勢
市
国
民
保
護

計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ほ
か
の
機
関
と
も

連
携
・
協
力
し
、
国
民
保
護
措

置
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

国
民
保
護
の
仕
組
み

国
民
保
護
の
た
め
の
措
置
は
、

「
避
難
」「
救
援
」「
武
力
攻
撃
災

害
へ
の
対
処
」
の
３
つ
の
柱
か

ら
構
成
さ
れ
、
基
本
的
な
枠
組

み
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

住
　
民 

（ 

協
力 

） 

伊勢市 

伊勢市国民保護対策本部の設置 

救援に協力 

消防 

応急措置の実施 
（警戒区域の設定・退避の指示） 

避難の指示の伝達 

避難住民の誘導 

警報の伝達 
（サイレンなどを使用） 

避難実施要領の策定  
消防などを指揮、警察･自衛隊などに誘導を要請 

生活関連等施設の安全確保 

国民生活の安定 

日本赤十字社による救援への協力 

電気・ガスなどの安定的な供給 

国
民
保
護
計
画
を
作
成

国
民
保
護
計
画
を
作
成危

機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

な
ど
の
大
規
模
な
地
震
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
普

段
か
ら
の
備
え
が
あ
れ
ば
、
被

害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
自
分

で
で
き
る
防
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

市
は
、
無
料
で
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅

市
内
に
あ
る
住
宅

で
、
次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た

す
も
の

建
築
時
期
…
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
完
成
し

て
い
る

構
造
…
木
造
住
宅

※
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
・
枠
組
壁(

ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー)

工
法
・
丸
太
組

構
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
）
を

除
く
。

階
数
…
３
階
建
て
以
下

用
途
…
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
・

長
屋
建
て
住
宅(

所
有
者
・
居
住

者
の
承
諾
が
必
要
）、
併
用
住
宅

(

延
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を

住
宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る
）

診
断
内
容

間
取
り(

壁
の
配
置)

の
確
認
、
床
下
・
天
井
裏
を
見

る
な
ど
の
現
地
調
査(

診
断
時

間：

１
〜
２
時
間
程
度
）

診
断
料

無
料

申
し
込
み
者

所
有
者
、
所
有

者
の
同
意
を
得
た
居
住
者

申
し
込
み
方
法

12
月
20
日
（木）

ま
で
に
、
印
鑑
・
建
築
年
月
が

確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
し
、

危
機
管
理
課
・
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
・
各
支
所
へ

※
１
人
に
つ
き
１
戸
ま
で
と
し

ま
す
。

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
順

次
、
診
断
を
行
い
ま
す
。

「あなた」も 
ネットッワーク 
の一員です 

〜
わ
が
家
の
防
災
対
策
〜

木
造
住
宅

耐
震
診
断

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）
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避
　
難 

救
援 

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処 

国 

武力攻撃事態等対策本部の設置 

三重県 

国・県・市・指定公共機関・指定地方公共機関が相互に連携 

三重県国民保護対策本部の設置 

指定公共機関（総理大臣指定）  
指定地方公共機関（知事指定） 

警報の発令 

救援措置の指示 

武力攻撃災害の防御 

避難措置の指示 
(要避難地域・避難先地域など)

警報を市町へ通知 

避難の指示 
(避難経路・交通手段など)

救援の実施 
(食品・生活必需品・収容施設・医療)

武力攻撃災害への対処の指示 
(消防庁長官による消防に関する指示)

応急措置の実施 
（警戒区域の設定・退避の指示） 

大規模または特殊な 
武力攻撃災害への対処 

生活関連等施設の安全確保 

国民生活の安定 

生活関連等施設の安全確保 

緊急通報の発令 

国民生活の安定 

指示 

指示 

指示 指示 

放送事業者による警報・避難指示などの放送 

運送事業者による住民・物資の運送 

民
生
委
員
の
制
度
は
、
大
正

６
年
、
当
時
の
天
皇
が
岡
山
県

知
事
に
対
し
、
県
下
の
貧
し
い

人
々
の
状
況
は
ど
う
か
と
尋
ね

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年

は
民
生
委
員
制
度
を
創
設
し
て

か
ら
90
周
年
に
な
り
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

は
、
同
年
５
月
12
日
に
、
民
生

委
員
制
度
の
元
と
な
っ
た
「
岡

山
県
済
世

さ
い
せ
い

顧
問
制
度
設
置
規
定
」

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
や
行
政
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
・
協
働
し
、
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

５
月
12
日
(土)
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

『
広
げ
よ
う

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
』

活
動
強
化
週
間：

５
月
12
日
（土）
〜
18
日
（金）

生
活
支
援
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
（
1
@1
５
５
５
７
）

～ひとりで悩まないで～ 
地域には「あなた」を応援する 

ネットワークがあります 

いつでも相談してください 

児童福祉施設 

教育機関 

子育て支援 
センター 

地域包括支援 
センター 

医療機関 

社会福祉協議会 
「あなた」も 
ネットワーク 
の一員です 

「あなた」も 
ネットワーク 
の一員です 

市 役 所 本 庁 舎  
各総合支所・各支所 

民生委員・児童委員 
主 任 児 童 委 員  
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障
害
者
自
立
支
援
法
が
一
部

改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
負
担
の
軽
減
や
、
適
用
を
受

け
る
対
象
者
の
拡
大
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

適
用
を
受
け
る
に
は
、
申
請

や
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証
の
変
更

な
ど
が
必
要
で
す
。

通
所
施
設
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
額
の
軽
減

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
利
用
料
の
１
割
を
負
担

し
て
利
用
し
て
い
る
人
は
、
所

得
に
応
じ
て
負
担
額
の
上
限
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
た
く

さ
ん
利
用
し
て
も
、
上
限
額
を

超
え
る
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
①
参
照
）

通
所
施
設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

授
産
施
設
な
ど
）
や
在
宅
サ
ー

ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
）

を
利
用
す
る
人
は
、
所
有
資
産

（
預
貯
金
な
ど
）
が
一
定
以
下

で
あ
れ
ば
、
上
限
額
が
４
分
の

１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
（
表
②

参
照
）

制
度
改
正
前
は
、
軽
減
措
置

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
対
象
者
が
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
は
、
収
入
要

件
が
な
く
な
り
、
資
産
要
件
が

緩
和
さ
れ
、
適
用
を
受
け
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、

市
の
事
業
で
あ
る
地
域
生
活
支

援
事
業
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
障
が
い
福
祉
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

食
費
の
負
担
額
軽
減
の

対
象
世
帯
を
拡
大

入
所
施
設
や
通
所
施
設
を
利

用
す
る
人
が
負
担
す
る
食
費
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
低
所
得

１
・
低
所
得
２
の
世
帯
を
対
象

に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

市
民
税
所
得
割
が
10
万
円
未
満

の
世
帯
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

入
所
施
設
で
の

工
賃
控
除
額
の
拡
大

入
所
施
設
の
利
用
者
に
つ
い

て
、
工
賃
（
就
労
収
入
）
が
年

額
28
万
８
０
０
０
円
（
月
額
２

万
４
０
０
０
円
）
ま
で
の
人
は
、

利
用
料
の
定
率
負
担
と
食
費
・

光
熱
水
費
が
掛
か
ら
な
い
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
で
の
工
賃
控
除
の
導
入

工
賃
（
就
労
収
入
）
が
年
額

28
万
８
０
０
０
円
（
月
額
２
万

４
０
０
０
円
）
ま
で
の
人
は
、

利
用
料
の
定
率
負
担
が
掛
か
ら

な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

通
所
支
援
費
の
交
付

県
と
市
の
支
援
施
策
と
し
て
、

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
通
所
授

産
・
通
所
更
生
施
設
な
ど
で
訓

練
や
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
場

合
、
低
所
得
１
・
低
所
得
２
・

市
民
税
所
得
割
が
10
万
円
未
満

の
世
帯
を
対
象
に
、
日
額
１
８

０
円
の
通
所
支
援
費
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

軽
減
措
置
の
適
用
や
支
援
費

の
交
付
を
受
け
る
た
め
に

こ
れ
ま
で
通
所
施
設
や
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
世

帯
で
、
対
象
に
な
る
見
込
み
が

あ
る
世
帯
に
は
、
障
が
い
福
祉

課
か
ら
、
申
請
用
紙
な
ど
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
軽
減
措
置
の
適
用
や

支
援
費
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
軽
減
申
請
書
な
ど
の
提
出
、

所
得
状
況
や
資
産
状
況
な
ど
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

所得区分

低所得１

上限額（月額）

市民税非課税世帯で、年間の
収入金額が80万円以下の世帯

15,000円

低所得２
市民税非課税世帯で、年間の
収入金額が80万円を超える世帯

24,600円

一般 （市民税課税世帯) 37,200円

表① 利用者負担額の上限額

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

障
が
い
福
祉
課
（
1
@1
５
５
５
８
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
$2
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
@2
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
@2
０
２
３
５
）

所得区分 上限額（月額）

低所得１ 3,750円

低所得２ 通所施設を利用す
る場合は3,750円

6,150円

市民税所得割が
10万円未満の世帯

一般

9,300円

市民税所得割が
10万円以上の世帯

一般

上限額の引き下
げはありません

37,200円

表② 通所施設・在宅サービスを
利用する人の上限額

対象者：所有資産などが、単身世帯の場

合は500万円以下、同居家族が

いる場合は1,000万円以下

（ ）

） ）

）

（ （

（

( )
( )
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補
助
対
象
の
浄
化
槽

補
助
の
対
象
と
な
る
浄
化
槽

は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
も
の
で
す
。

・
処
理
対
象
人
員(

人
槽)

が
10

人
以
下

・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
除
去
率
が
90
％
以

上
で
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が

20
mg
／
R
以
下

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
る
た
め
に 

浄
化
槽
設
置
に
補
助
金
を
交
付

浄
化
槽
設
置
に
補
助
金
を
交
付 
浄
化
槽
設
置
に
補
助
金
を
交
付 

環
境
課
（
1
　
５
５
４
２
） 

21

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
生
活
環
境
と
、
川
や
海
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

生
活
排
水
な
ど
の
汚
水
は
、
き
れ
い
な
水
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
し
尿
や
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
す
る

た
め
、
設
置
し
た
人
に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
の
う
ち
高
度
処
理
型
浄
化

槽
の
場
合

窒
素
ま
た
は
リ
ン
除
去
型

・
処
理
対
象
人
員(
人
槽)
が
10

人
以
下(

た
だ
し
、
専
用
住

宅
や
共
同
住
宅
な
ど
へ
の
設

置
は
、
11
人
以
上
50
人
以
下

も
対
象
と
な
り
ま
す)

・
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
10
mg
／
R

以
下

・
総
窒
素
濃
度
が
20
mg
／
R
以

下
ま
た
は
総
リ
ン
濃
度
が
１

mg
／
R
以
下

Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
型

・
処
理
対
象
人
員(

人
槽)

が
10

人
以
下

・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
率
が
97
％
以
上

で
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
５

mg
／
R
以
下

対
象
地
域
と
補
助
金
額

補
助
の
対
象
地
域
は
市
内
全

域
で
す
。(

た
だ
し
、
公
共
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
が
使
用
で
き
る
地
域
、
大
型

浄
化
槽
で
共
同
処
理
を
す
る
地

域
を
除
く
）

補
助
金
額
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人

は
、
浄
化
槽
法
で
、
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
法
定
検
査
は
、
県

知
事
の
指
定
を
受
け
た
社
団
法

人
三
重
県
水
質
保
全
協
会
（
1

津
０
５
９
・
２
２
６
・
０
０
１

０
）
が
実
施
し
ま
す
。

同
協
会
か
ら
各
家
庭
に
、
法

定
検
査
実
施
の
案
内
が
届
き
ま

す
の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

検
査
は
、
使
用
を
開
始
し
て

か
ら
３
〜
５
カ
月
後
（
７
条
検

査
）
と
、
そ
の
後
は
年
１
回

（
11
条
検
査
）
実
施
し
ま
す
。

浄
化
槽
を
正
し
く
管
理
す
る

こ
と
で
、
川
や
海
を
汚
染
か
ら

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
悪
質
な
点
検
商
法
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
て

も
、
下
水
道
に
接
続
す
る
ま
で

は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清

掃
・
法
定
検
査
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

補助金額 

処理対象人員 
（人槽） 

　　５人槽 

６～７ 人槽 

８～10 人槽 

11～50人槽 

332,000円 

414,000円 

548,000円 

認可区域外 

浄化槽 
高度処理型浄化槽  

認可区域内 認可区域外 
（認可区域内は対象外です） 

窒素または 
リン除去型 

BOD除去型 

110,000円 

138,000円 

182,000円 

444,000円 

486,000円 

576,000円 

576,000円 

489,000円 

654,000円 

903,000円 

※認可区域とは、平成19年4月1日現在で、公共下水道事業の認可を受けている地域です。 
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毎
年
、
「
今
年
は
税
金
が
高

く
な
っ
た
け
ど
、
ど
う
し
て
？
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

前
年
と
収
入
が
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
場
合
で
も
、
税
金
の

法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
・
県
民
税
が
昨
年
よ

り
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。今

年
は
、
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
広
報
い
せ
」
11
月
号
に
、
税

源
移
譲
に
伴
う
改
正
点
を
掲
載

し
ま
し
た
の
で
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

多
く
の
人
の
所
得
税
が
減
り
、
市
・
県
民
税
が
増
え
ま
す
。

た
だ
し
、
市
・
県
民
税
の
増
額
分
は
、
所
得
の
種
類
に
応
じ
て

所
得
税
で
調
整
さ
れ
る
た
め
、
納
税
者
の
負
担
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。（
表
①
参
照
）

平
成
19
年
度
６
月
納
税
分
か
ら

市
・
県
民
税
が

変
わ
り
ま
す

課
税
課
市
民
税
係
（
1
@1
５
５
３
４
）

具体例（年齢は平成19年1月1日現在） 平成18年度 平成19年度 差額

67歳以上

扶養：妻

年金収入：280万円

社会保険料：18万円

（老年者減額なし）

年金所得

税　　率

調整控除

定率減税

税　　額

160万円

5%

なし

2,900円

39,100円

160万円

10%

5,000円

廃止

75,000円

35,900円

増加

67歳以上

扶養：妻

年金収入：240万円

社会保険料：15万円

（老年者減額あり）

年金所得

税　　率

調整控除

定率減税

老年者減額

税　　額

120万円

5%

なし

1,500円

12,000円

7,300円

120万円

10%

5,000円

廃止

11,334円

25,200円

17,900円

増加

扶養：妻

給与収入：600万円

社会保険料：50万円

給与所得

税　　率

調整控除

定率減税

税　　額

426万円

10%

なし

15,800円

198,200円

426万円

10%

2,500円

廃止

311,500円

113,300円

増加

扶養：妻、子2人

給与収入：500万円

社会保険料：40万円

給与所得

税　　率

調整控除

定率減税

税　　額

346万円

5%

なし

6,100円

78,900円

346万円

10%

16,500円

廃止

149,500円

70,600円

増加

扶養：なし

給与収入：300万円

社会保険料：24万円

給与所得

税　　率

調整控除

定率減税

税　　額

192万円

5%

なし

5,100円

66,400円

192万円

10%

2,500円

廃止

136,500円

70,100円

増加

市・県民税の試算（具体例）

税制改正により、市・県民税はどのように変わるのでしょうか
税制改正の影響を、具体的な例を挙げて試算してみました。
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納税者

給与所得者

年金受給者

事業所得者など

所得の種類

給与所得

雑(年金)所得

営業等所得

所得税（減額） 市・県民税（増額）

平成19年6月納税分から

平成19年1月源泉徴収分から

平成19年2月源泉徴収分から

平成20年2・3月確定申告分から

表①　税源移譲の実施時期

※税源の移し替えですので、「所得税＋市・県民税」は、基本的には変わりません。
ただし、毎年の収入や家族構成の変動などにより異なります。

平成19年度のあなたの市･県民税を計算してみましょう！

①　　　　　　　　円

①の金額

4,000円未満

4,000円以上25万600円未満

25万600円以上

平成18年度の市・県民税額（概算）

4,000円

（①－4,000円）×1.081＋4,000円

①＋20,000円

②の金額

6,500円未満

6,500円以上10万4,000円未満

10万4,000円以上60万円未満

60万円以上

平成19年度の市・県民税額（概算）

②の金額

（②－4,000円）×2＋1,500円

②＋97,500円

（②＋306,000円）×0.770＋1,500円

計算方法

計算方法

定率減税がない場合の、
平成18年度の市･県民税額（概算）は

これまで定率減税により軽減されていた額は

②　　　　　　　　円

（百円未満切り上げ）

②－①＝　　　　　　　円です。

平成19年度の市・県民税額（概算）は ③　　　　　　　　円

★税源移譲により増える額は ③ー②＝　　　　　　　円

※これ以外に、所得税の定率減税の廃止による影響があります。

※計算した市･県民税額は、あくまでも目安です。
実際の市･県民税額は、毎年の収入や家族構成の変動により異なります。
一般的に、①の額が少なく扶養家族が多い人は、実際の市･県民税額は計算結果よりも少なくなります。

※次に該当する人は、計算が異なります。
詳しくは課税課市民税係へ問い合わせてください。
・昭和15年1月2日以前に生まれた人で、平成17年中の所得が125万円以下の人
・土地の譲渡所得や株取引などの所得がある人
・定率減税以外の税額控除がある人

税
金 

ただし、その分は

所得税が減ります。

1 平成18年度の市・県民税額はいくらでしたか？

2 定率減税がなければいくらでしたか？

3 平成19年度の市･県民税額はこうなります。
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学
校
で
の
人
権
学
習
の
取
り

組
み
の
中
か
ら
、
前
回
に
引
き

続
き
今
回
は
、
中
学
生
の
作
文

を
紹
介
し
ま
す
。

心
と
心
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

（
中
学
３
年
生
）

「
私
な
ん
て
生
き
と
る
意
味

が
な
い
」。

先
日
、
部
活
の
仲
間
の
一
人

が
言
っ
た
言
葉
。
泣
き
な
が
ら
、

み
ん
な
に
叫
ん
だ
言
葉
。
そ
の

子
は
、
自
分
に
は
居
場
所
が
な

く
、
誰
に
も
必
要
と
さ
れ
て
い

な
い
と
、
み
ん
な
に
思
い
を
打

ち
明
け
た
。
私
は
そ
の
時
、
そ

の
子
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か

っ
た
。
情
け
な
い
と
思
っ
た
。

ど
う
し
て
、
ず
っ
と
辛
い
思
い

を
し
て
い
る
こ
と
を
、
も
っ
と

早
く
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
ど
う
し
て
一
人
で
抱

え
込
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ

う
思
っ
た
。
で
も
そ
れ
は
、
自

分
達
が
そ
の
子
に
信
じ
て
も
ら

え
る
存
在
に
な
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

本
当
の
こ
と
を
打
ち
明
け
ら
れ

る
よ
う
な
仲
間
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
。そ
う
、今
ま
で
は
。

私
の
部
活
内
で
は
、
よ
く
人

の
傷
つ
け
あ
い
が
起
き
て
い

た
。
私
は
、
ど
う
し
よ
う
も
で

き
な
く
て
苦
し
く
て
、
ケ
ン
カ

を
た
だ
眺
め
、
唇
を
噛
む
こ
と

し
か
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
。
あ
と
二
週
間
で
部
活
引
退

と
な
っ
た
あ
る
日
。
一
人
が
部

活
を
や
め
た
い
と
言
い
出
し
て

き
た
。
そ
し
て
全
員
で
輪
に
な

っ
た
。
み
ん
な
も
私
も
、
や
め

た
い
の
は
ケ
ン
カ
が
原
因
だ
と

思
っ
て
い
た
。
そ
ば
か
ら
見
て

い
て
も
、
す
ご
く
辛
い
状
況
だ

っ
た
か
ら
。
私
も
、
な
ん
と
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
ろ
い
ろ
や

っ
て
み
た
け
ど
、
そ
ん
な
に
は

う
ま
く
は
い
か
な
か
っ
た
の

だ
。
話
し
合
い
で
は
重
い
沈
黙

が
続
い
て
、
全
員
が
、
思
っ
て

い
る
そ
の
ま
ま
の
気
持
ち
を
ぶ

つ
け
た
。
遠
慮
な
し
の
本
気
の

言
葉
を
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
子

も
、
本
気
の
気
持
ち
を
ぶ
つ
け

て
き
た
。
そ
の
子
の
口
か
ら
出

て
き
た
本
音
は
、
衝
撃
的
な
こ

と
ば
か
り
だ
っ
た
。
家
で
は
、

家
族
内
で
言
い
争
い
が
絶
え

ず
、
い
つ
引
っ
越
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
態
だ
と
い
う
こ

と
。
家
庭
内
で
も
学
校
で
も
一

人
ぼ
っ
ち
で
、
人
を
信
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
ん
な
自

分
が
部
活
に
い
て
も
、
み
ん
な

に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
だ
と
思

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
私
た

ち
は
知
ら
な
さ
す
ぎ
だ
っ
た
。

そ
の
子
の
苦
し
み
を
、
辛
さ
を

ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
お
ら
ず
、

逆
に
も
っ
と
辛
く
な
る
状
況
を

つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
す

ご
く
自
分
に
腹
が
立
っ
た
。
情

け
な
さ
と
、
そ
の
子
に
申
し
訳

人権シリーズ（№16） 

一人ひとりが 
輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）

と
共
に
廃

止
さ
れ
た

の
で
す
。

こ
の
間
、

山
田
奉
行

所
で
は
、

48
人
の
奉

行
が
働
き

ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
時
代
劇
で
も
有

名
な
大
岡
忠
相

た
だ
す
け

も
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
山
田
奉
行
所
の
こ

と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
御
薗
町
小
林
に
「
山

田
奉
行
所
記
念
館
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

こ
の
記
念
館
は
、
弘
化
３

（
１
８
４
６
）
年
に
建
築
さ
れ
た

建
物
の
一
部
を
復
元
し
た
も
の

で
、
当
時
の
雰
囲
気
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
館
内

で
は
い
ろ
い
ろ
な
展
示
資
料
に

よ
り
、
山
田
奉
行
所
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん

も
、
ぜ
ひ

一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
入
館
料

は
無
料
で

す
。

山
田
奉
行
所
記
念
館

慶
長
８
（
１
６
０
３
）
年
、
徳

川
家
康
は
江
戸
幕
府
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
全
国
各
地

に
あ
る
幕
府
の
直
轄
地
に
、「
遠お

ん

国ご

く

奉
行
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

伊
勢
に
も
そ
の
１
つ
と
し
て
、

山
田
奉
行
所
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
現

在
の
有
滝
町
に
造
ら
れ
ま
し
た

が
、
寛
永
12
（
１
６
３
５
）
年
に
、

現
在
の
御
薗
町
小
林
へ
引
っ
越

し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
山
田
奉
行
所
で
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
さ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

奉
行
所
で
は
、
神
宮
の
警
護
、

伊
勢
地
域
の
支
配
・
裁
判
・
刑

罰
の
実
施
、
鳥
羽
港
の
警
護
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
山
田
奉
行
所
は
、
い

つ
ま
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

山
田
奉
行
所
は
、
慶
応
４
（
１

８
６
８
）年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
幕
府
の
終
わ
り

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
の
文
化
探
訪 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

お白州
しらす

（罪人を調べる場所） 外観（正面）
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な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。
自
分
は
何
を
や
っ
て
い

た
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
そ
し
て
最

後
に
そ
の
子
は
言
っ
た
。

「
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
。

私
な
ん
て
お
ら
ん
く
て
も
い

い
。」

と
。
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
私

た
ち
は
、
そ
の
子
に
と
っ
て
の

本
物
の
仲
間
に
な
れ
て
い
な
か

っ
た
。
辛
さ
を
半
分
背
負
っ
て

歩
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

私
は
、
そ
の
子
の
気
持
ち
を
全

部
知
っ
た
今
な
ら
、
私
達
は
本

物
の
仲
間
に
な
れ
る
と
思
っ

た
。
そ
の
子
の
仲
間
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

で
も
部
活
に
自
分
が
い
た
ら
迷

惑
だ
と
言
う
そ
の
子
に
、

「
う
ち
ら
仲
間
や
ん
。」

と
言
っ
た
。
今
さ
ら
そ
ん
な
こ

と
信
じ
て
も
ら
え
な
い
か
も
し

れ
な
い
し
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

言
い
た
い
こ
と
も
あ
っ
た
け

ど
、
そ
の
一
言
を
言
う
の
が
精

一
杯
だ
っ
た
。
泣
き
な
が
ら
だ

け
ど
、
本
気
の
一
言
を
ぶ
つ
け

た
。
そ
し
て
、
そ
の
子
を
引
き

止
め
た
。
本
当
に
良
か
っ
た
。

大
切
な
仲
間
を
失
う
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
最
高
の
瞬
間
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
今
。
一
番
大
事
な

こ
と
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
考

え
た
う
え
で
の
、
心
と
心
の
ぶ

つ
か
り
合
い
だ
と
私
は
思
う
。

私
も
そ
の
子
と
一
緒
で
、
居
場

所
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
時
が

あ
っ
た
。
人
を
信
じ
ら
れ
な
く

て
、
本
音
で
人
と
話
せ
て
い
な

か
っ
た
ん
だ
な
ぁ
。
今
回
の
経

験
で
、
本
気
で
相
手
と
心
で
話

さ
な
い
と
、
本
当
の
仲
間
に
は

な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く

分
か
っ
た
。
本
気
の
言
葉
は
、

決
し
て
相
手
の
こ
と
を
考
え
て

い
な
い
言
葉
で
は
な
い
と
思

う
。
相
手
の
こ
と
が
大
事
だ
か

ら
こ
そ
、
本
気
で
話
す
ん
だ
。

そ
れ
に
、
本
気
で
話
す
か
ら
こ

そ
、
人
の
痛
み
も
ち
ゃ
ん
と
分

か
っ
て
、
思
い
や
り
の
心
も
生

ま
れ
る
ん
だ
と
思
う
。
人
の
痛

み
と
い
っ
て
も
、
相
手
を
全
て

理
解
す
る
こ
と
は
無
理
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
分
か
ろ
う
と
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
う
い
う

気
持
ち
、
誰
も
が
持
っ
て
い
る

は
ず
。
ま
ず
お
互
い
の
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
知
り
、
相
手
を
分
か

ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
ぶ
つ

か
り
合
っ
て
分
か
り
合
っ
て
生

き
て
い
け
ば
、
仲
間
は
ず
れ
な

ん
て
な
く
な
る
と
思
う
。
差
別

も
戦
争
も
一
緒
だ
。
本
気
の
言

葉
は
絶
対
に
心
に
響
く
。
み
ん

な
心
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
、
必

ず
分
か
り
合
え
る
。
言
葉
は
仲

間
は
ず
れ
に
使
う
た
め
に
あ
る

の
で
は
な
い
。
人
と
人
を
つ
な

ぐ
た
め
に
あ
る
の
だ
。
一
生
の

宝
と
な
る
、
仲
間
を
つ
く
っ
て

大
切
に
し
て
い
く
た
め
に
あ
る

ん
だ
。
み
ん
な
で
心
と
心
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
よ
う
よ
！

※
こ
の
作
文
は
、
平
成
18
年
度
人

権
作
文
集
「
人
権
の
芽
」
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
で
、
原
文
の
ま

ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！ 

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

な
り
ま
す

※
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ

り
、
ご
み
収
集
つ
い
て
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
化
す
る
方
針
で
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
27
日
（日）
は

御
薗
町
内
の
一
斉
清
掃

と
き

５
月
27
日
（日）
、
午
前
８

時
〜
10
時
（
荒
天
の
場
合
は
６

月
３
日
（日）
に
延
期
）

※
中
止
の
場
合
は
、
行
政
無
線

（
御
薗
町
の
み
）
と
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
（
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

集
合
場
所

各
自
治
会
が
指
定

す
る
場
所

内
容

各
自
治
会
ご
と
に
、
町

内
の
道
路
・
排
水
路
な
ど
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
缶
・
び
ん
・
燃

え
る
ご
み
な
ど
を
分
別
回
収

※
軍
手
・
ご
み
ば
さ
み
な
ど
は
、

で
き
る
限
り
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

御
薗
総
合
支

所
生
活
環
境
課
（
1
@2
０
２
３

５
）

集
団
廃
品
回
収
に
奨
励
金

ご
み
を
減
量
・
資
源
化
す
る

た
め
、
廃
品
回
収
を
実
施
し
、

資
源
物
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
る
自
治
会
・
子
ど
も
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
に
、
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
品
目

新
聞
、
雑
誌
類
、
段

ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
布
類
（
綿

製
品
）、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
缶
、
ス

チ
ー
ル
缶
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

奨
励
金
額

１
㎏
に
つ
き
６
円

（
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
は
３
円
）

※
新
規
に
登
録
を
希
望
す
る
団

体
は
、
事
前
に
、
団
体
登
録
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

集
積
所
の
設
置
に
補
助
金

ご
み
の
散
乱
防
止
や
収
集
効

率
の
向
上
を
目
指
し
、
燃
え
る

ご
み
の
集
積
化
を
進
め
て
い
ま

す
。自

治
会
が
新
た
に
集
積
所
を

設
置
す
る
た
め
に
掛
か
っ
た
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額

設
置
し
た
集
積
所

を
利
用
す
る
世
帯
数
に
よ
り
異
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市役所東庁舎 

東庁舎 

議員控室 議員控室 

議員控室 

管財契約課 

伊勢市役所案内図 岩渕1丁目7-29（123-1111） 
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二見総合支所案内図 二見町茶屋420-1（142-1111） 

小俣総合支所案内図 小俣町元町540（122-3191） 

御薗総合支所案内図 御薗町長屋1221（122-0235） 

産業建設課 

・ 

教育 
総務課 

西玄関 

総合支所長 

伊
勢
市
役
所

二
見
総
合
支
所

小
俣
総
合
支
所

御
薗
総
合
支
所
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄
付
金

最
近
、
新
聞
紙
上
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
寄
付
金
に
関
す
る
記
事
を

目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

寄
付
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て

大
切
な
、
活
動
す
る
た
め
の
大

き
な
資
金
源
の
一
つ
で
す
が
、

な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
の
が
現

実
で
す
。

し
か
し
、
思
わ
ず
た
く
さ
ん

の
募
金
が
集
ま
り
、
使
い
切
れ

な
く
て
、
募
金
を
集
め
た
時
の

目
的
と
は
違
う
使
い
方
を
し
て

し
ま
っ
た
り
、
私
利
私
欲
の
た

め
に
使
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
事

件
に
発
展
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
よ
う
で
す
。

募
金
が
集
ま
り
過
ぎ
た
と
き

に
は
、
募
金
を
中
止
す
る
な
ど

の
決
断
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
募
金
を

使
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
、

次
の
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
寄
付
を
し
て
く
れ

た
人
へ
の
お
礼
と
し
て
、
決
算

の
報
告
を
す
る
こ
と
は
、
き
っ

と
次
の
機
会
に
も
つ
な
が
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
寄
付
を
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
地
域
に

根
差
し
た
、
一
見
地
味
な
活
動

を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
見
直
し

て
ほ
し
い
で
す
。
企
業
や
市
民

か
ら
の
寄
付
が
、
き
っ
と
地
域

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
育
て
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

寄
付
の
こ
と
ば
か
り
言
っ
て

き
ま
し
た
が
、
や
は
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
目
的
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、

よ
り
よ
い
活
動
を
展
開
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

募
金
活
動
を
す
る
パ
ル
テ
ィ
「
な
か
な
か
募
金
が

集
ま
ら
な
い
な
〜
」

「
具
体
的
に
募
金
の
使
い
方

を
言
う
と
い
い
み
た
い
だ
」

「
ひ
ら
め
い
た
!!
」

パルティ4コマ劇場

わ
た
し
た
ち
は
、
神
社
港
が

港
町
で
あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に

し
て
、
港
の
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
神
社
港
だ
け
で
な

く
、
勢
田
川
全
体
が
宇
治
山
田

港
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
、
流

域
の
皆
さ
ん
に
も
働
き
掛
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
港
は
、
江
戸
時
代
に
は
、

豊
橋
の
吉
田
宿
な
ど
か
ら
の
船

参
宮
客
が
多
か
っ
た
記
録
が
あ

り
ま
す
。
明
治
・
大
正
期
は
、

名
古
屋
の
熱
田
な
ど
へ
の
汽
船

会
社
の
航
路
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
40
年
頃
ま
で
は
100

隻
余
り
の
砂
利
運
搬
船
で
に
ぎ

わ
っ
た
港
で
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
遷
で
、

参
宮
客
は
陸
上
交
通
に
取
っ
て

代
わ
り
、
船
舶
輸
送
も
激
減
し
、

港
は
機
能
し
て
い
な
い
状
態
が

長
く
続
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
し
い
時
代
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
、
地
元

住
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け

て
、
平
成
15
年
７
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
取
得
に
向
け
て
設
立
総
会

を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

は
、
み
な
と
祭
り
や
御お

ん

幣べ

鯛だ

い

船

の
歓
送
迎
行
事
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
学
童
ク
ラ
ブ
や
老

人
憩
い
の
家
の
運
営
、
カ
ッ
タ

ー
ボ
ー
ト
に
よ
る
海
洋
教
育
、

青
空
市
場
「
辰
の
市
」
、
海
の

駅
の
管
理
運
営
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

特
に
、
観
光
客
誘
致
の
た
め

の
、
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト

レ
ア
）
〜
伊
勢
間
の
海
上
ア
ク

セ
ス
と
、
伊
勢
船
型
木
造
船

「
み
ず
き
」
に
よ
る
勢
田
川
航

路
は
、
伊
勢
市
の
将
来
に
必
ず

貢
献
す
る
と
い
う
夢
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
理
事
長
　
中
村
　
清
）

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.9

1

４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

:/
/
sk
c
.e
-ise
.n
e
t/

Ｅ
メ
ー
ル

sk
c
@
e
-ise
.n
e
t

@0

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
社
み
な
と
ま
ち
再
生
グ
ル
ー
プ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（
1
#6
３
７
５
５
）

木造船「みずき」船着き場の様子
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図書館へ行こう！
伊勢図書館 121 -0077 FAX21 -0078

■利用案内
開館時間 土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

小俣図書館 129 -3900 FAX29 -3902

■利用案内
開館時間 午前９時～午後７時

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後２時30分～
ところ １階・おはなしコーナー

■上映会
と　き ５月13日（日）、午後１時30分～
ところ ２階・視聴覚室
内　容 「トロイ」日本語吹替版（2004年）

■あかちゃんえほんのじかん
と　き ５月24日（木）、午前11時～
ところ １階・おはなしコーナー
内　容 ０歳児～５歳児向けの絵本の紹介や手遊びなど

■施設利用抽選会（７～９月分）
と　き ５月８日（火）、午前10時～（受け付けは午

前９時50分～）
ところ ２階・視聴覚室

■中学生・高校生のための図書館探険
と　き ５月20日（日）、午前９時30分～11時30分
ところ ２階・小会議室
対　象 中学生・高校生
内　容 図書館見学（普段入ることができない書庫

などを含む）、本のカバー掛け体験など
定　員 ６人（先着順）
申し込み ５月５日（祝）から、直接・電話・ファクス

のいずれかで、同館へ

■新刊案内
一般書
☆イワシが高級魚になった？ふしぎな魚の生態系
☆自動車のメカニズム（図解雑学）
☆これからの「料理入門」
☆作家の手紙
☆年金生活これで安心
児童書
☆楽しく遊ぶ学ぶきせつの図鑑　はるなつあきふゆ
☆巣箱森のいのちを育てる
☆あかりちゃん（わくわくえどうわ）
☆ぼくってヒーロー？
☆ハグしてぎゅっ！

■おはなし会
☆赤ちゃんおはなし会 ５月10日（木）、午前11時～
☆たんぽぽおはなし会 ５月12日（土）、午後3時～
☆ピッポの会・紙芝居 ５月20日（日）、午前10時30分～
☆図書館おはなし会 ５月26日（土）、午後3時～
※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

■上映会
と　き ５月19日（土）、午後２時～
ところ ２階・視聴覚室
内　容 「キキとララのママってすてき」

■ギャラリー展示
☆書道サークル展
５月９日（水）～14日（月）、午前９時～午後７時
（初日は午後１時から、最終日は午後３時まで）
☆布花展
５月23日（水）～28日（月）、午前９時～午後７時
（最終日は午後３時まで）
※いずれも場所は、２階です。

■パソコン教室
６月から、初心者コース、基礎および応用コース

（ワード・エクセル）を開講します。
日程・申し込み方法については、同館へ問い合わ
せてください。

■新刊案内
一般書
☆本よみキッズの事件簿　子どもと本と、ときどき大人
☆伝説を旅する
☆暗算の達人
☆外国語として出会う日本語
☆草の記憶
☆鬼しぐれ　花の小十郎はぐれ剣
児童書
☆夢水清志郎に挑戦！名探偵ものしりクイズ
☆夢のつづき
☆シモンのおとしもの
☆あいうえおおかみ

5月 ○…休館日　　□…おはなし会　　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 
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健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 
健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

次
の
と
お
り
予
防
接
種
を
行

っ
て
い
ま
す
。

接
種
名
・
対
象
年
齢

下
表
の

と
お
り

実
施
医
療
機
関

県
内
の
実
施

医
療
機
関

料
金

無
料

申
し
込
み

事
前
に
電
話
な
ど

で
医
療
機
関
へ
（
要
予
約
）

持
ち
物

予
診
票
・
母
子
健
康

手
帳
・
健
康
保
険
証

※
接
種
歴
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
母
子
健
康
手
帳
を

忘
れ
た
場
合
は
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
に
当
た
っ
て
は
、
市
が

配
布
し
た
「
予
防
接
種
と
子
ど

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

歯
を
１
本
で
も
多
く
残
し
、

お
い
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
は
、

生
涯
を
通
じ
て
豊
か
な
人
生
を

送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
の
自
己
管
理
と
、
定
期

的
な
歯
科
検
診
の
受
診
が
大
切

で
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
口
の
無
料

検
診
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
口
の

健
康
に
つ
い
て
見
詰
め
直
し
、

歯
の
健
康
づ
く
り
を
始
め
ま
し

ょ
う
。

無
料
口
腔
検
診

と
き

６
月
10
日
（日）
、
午
前
10

６
月
４
日
(月)
〜
10
日
（日）
は

歯
の
衛
生
週
間

時
〜
正
午

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象

市
内
在
住
の
人

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

と
き

６
月
10
日
（日）
、
午
前
10

時
50
分
〜

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

よ
い
歯
の
児
童
・
生
徒

の
表
彰
、
親
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
歯
の
衛

生
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
展

と
き
・
と
こ
ろ

①
６
月
１
日

（金）
〜
８
日
（金）
・
高
柳
商
店
街
、

②
６
月
20
日
（水）
〜
24
日
（日）
・
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
・

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場

ヘルスメイト料理講習会

と　き

5月15日（火）

5月19日（土）

5月23日（水）

5月25日（金）

5月30日（水）

ところ 定員

小俣保健センター

福祉健康センター

ハートプラザみその

山田原公民館

35人

30人

30人

30人

20人

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

左
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

肥
満
予
防

参
加
費

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１
／
２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

５
月
１
日
（火）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

接種名 対象年齢 望ましい接種年齢 

3カ月～18カ月 

3カ月～12カ月（1期初回　3回） 
12カ月～18カ月（1期追加） 

12歳 

1歳～2歳未満 

5歳～7歳未満で 
小学校就学前の1年間 

3歳（1期初回　2回） 
4歳（1期追加） 

9歳 

生後6カ月未満 

3カ月～90カ月未満 

3カ月～90カ月未満 

11歳～13歳未満 

1歳～2歳未満 

5歳～7歳未満で 
小学校就学前の1年間 

3歳～90カ月未満 

9歳～13歳未満 

（1期） 

（2期） 

（1期） ※1

（2期） ※2

（1期） 

（2期） 

生後6カ月未満 

3種混合（1期） 
2種混合（2期） 

MR（麻しん・風しん混合） 
麻しん 
風しん 

日本脳炎 

B C G

ポリオ 

予防接種の対象年齢表

※1 麻しんの単
たん

抗原
こうげん

ワクチンを接種済み、または麻しんにかかったことが明らかな子どもは、風

しんの単抗原ワクチンの接種となります。また、風しんの単抗原ワクチンを接種済み、また

は風しんにかかったことが明らかな子どもは、麻しんの単抗原ワクチンの接種となります。

※2 麻しんにかかったことが明らかな子どもは風しんの単抗原ワクチン、風しんにかかったこと

が明らかな子どもは麻しんの単抗原ワクチンの接種となります。

※いずれも時間は、午前9時30分～午後1
時です。

も
の
健
康
」
を
よ
く
読
み
、
予

防
接
種
の
必
要
性
・
注
意
す
る

点
・
副
反
応
な
ど
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
か
ら
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
現
在
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
は
、
厚
生
労
働
省
の
勧
告
に

よ
り
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
特

に
接
種
を
希
望
す
る
人
や
、
接

種
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

人
は
、
健
康
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
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と
き
・
対
象
・
内
容

左
表
の

と
お
り

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

30
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み

５
月
１
日
（火）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

〜
救
急
医
療
〜

一
次
救
急
と
二
次
救
急

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
（
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）で
は
、地

域
の
医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交

代
で
出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、診

療
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

５月の主な相談など

※問い合わせは、各会場（中央保健センターは健康課、二見老人福祉センターは二見総合支所福祉健康課、ハート
プラザみそのは御薗総合支所福祉健康課）へ。

※問い合わせは、伊勢保健福祉事務所（1@75148）へ。

内　容

子育て相談

成人健康相談

と　き

5月01日（火）

5月08日（火）

5月15日（火）

5月22日（火）

5月08日（火）
5月09日（水）
5月17日（木）

09：30～11：00

13：30～15：00

09：30～11：00

13：30～15：00

09：30～11：00

13：30～15：00

09：30～11：00

13：30～15：30

13：30～14：30

09：30～11：00

13：00～15：00

ところ

二見老人福祉センター

中央保健センター

ハートプラザみその

小俣保健センター

ハートプラザみその
小俣保健センター
中央保健センター

対　象

市内在住の人

市内在住の人

と　き

毎週火曜日（8：45～11：00）

第２火曜日（5月8日、17：30～19：00）

5月24日（木）、13：00～15：00

ところ

伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎内）

エイズ検査

こころの健康相談（要予約）

内　容

パパとママの教室
と　き 対　象 内　容

初妊婦
と夫

～パパとママ2人で
体験してみよう～
・沐浴実習
・妊婦模擬体験
・着替え体験

初妊婦

～ママになる準備は
できていますか？～
・保健師のお話
・赤ちゃんとふれあおう
・絵本の読み聞かせ

〈1日目〉

6月2日（土）

10：00～12：00

〈2日目〉

6月8日（金）

10：00～12：00

急
病
に
な
っ
た
と
き
や
、
救

急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け

れ
ど
す
ぐ
に
治
療
を
受
け
た
い

と
き
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
左
表
の
時
間
以
外
・

診
療
科
目
以
外
の
診
療
を
受
け

た
い
人
や
重
症
の
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９

９
、
24
時
間
受
け
付
け
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
一
次
救
急
へ

最
近
、
一
次
救
急
医
療
機
関

（
か
か
り
つ
け
の
医
院
や
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
）
で
対
応
で

き
る
人
が
、
休
日
や
夜
間
に
、

二
次
救
急
医
療
機
関
（
山
田
赤

十
字
病
院
や
伊
勢
総
合
病
院
）

〈一次救急〉休日・夜間応急診療所

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829）

診療日 診療時間 診療科目 当番医師

夜間
19：30～22：00

内　科
小児科

内科医師

昼間
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科
小児科

内科医師
小児科医師

夜間
19：30～22：00

歯　科 歯科医師

内　科
小児科

内科医師
小児科医師

月曜日～
土曜日

日曜日
・祝日

を
直
接
訪
れ
、
受
診
す
る
事
例

が
増
え
、
二
次
救
急
医
療
に
影

響
が
出
て
い
ま
す
。

風
邪
な
ど
の
比
較
的
軽
症
の

場
合
は
、
ま
ず
一
次
救
急
医
療

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
の
重
症
救
急
患

者
の
対
応
を
行
う
二
次
救
急
医

療
機
関
の
当
番
日
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る

た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈二次救急〉医療機関当番表（5月）

山…山田赤十字病院、伊…伊勢総合病院

日 
 
 
6 
山 
13 
山 
20 
伊 
27 
伊 

診療時間 

〈月曜日～土曜日〉 

夜間（17：00～翌日8：30） 

 

〈日曜日・祝日〉 

昼間（8：30～17：00） 

夜間（17：00～翌日8：30） 

月 
 
 
7 
伊 
14 
山 
21 
山 
28 
山 

火 
1 
山 
8 
山 
15 
伊 
22 
伊 
29 
山 

水 
2 
伊 
9 
山 
16 
山 
23 
山 
30 
伊 

木 
3 
山 
10 
伊 
17 
伊 
24 
山 
31 
山 

金 
4 
山 
11 
山 
18 
山 
25 
伊 

土 
5 
伊 
12 
伊 
19 
山 
26 
山 
 



と
き

５
月
27
日
（日）
（
雨
天
の
場
合
は

６
月
３
日
（日）
）、
午
前
８
時
〜
10
時

※
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
と
し
て
参
加

す
る
人
は
、
自
治
区
に
よ
り
開
始
時
間

が
異
な
る
た
め
、
各
自
治
区
か
ら
の
放

送
な
ど
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

五
十
鈴
橋
西
側
〜
野
名
面

の

な

つ

ら

橋

集
合
場
所

・
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
…
各
自
治
区

・
一
般
参
加
者
…
小
俣
図
書
館
北
側

（
外
城
田
川
堤
防
側
）

内
容

堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い

持
ち
物

作
業
が
で
き
る
服
装
・
軍
手
・

か
ま
な
ど

※
外
城
田
川
の
堤
防
は
、
ツ
ツ
ジ
・
ア

ジ
サ
イ
が
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
草
と

間
違
え
て
刈
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
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と
き

５
月
17
日

〜
８
月
９
日
の
毎

週
木
曜
日
（
５
月

31
日
を
除
く
）

〈
計
12
回
〉、
午
後

５
時
〜
７
時

と
こ
ろ

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
・
２
階
研

修
室

内
容

漆
工

し

っ

こ

う

技
術
、
手て

板い

た

の
製
作
、
蒔

絵
（
平ひ

ら

蒔
絵
、
研
出

と

ぎ

だ

し

蒔
絵
）

定
員

６
人
（
先
着
順
）

受
講
料

１
万
円
（
金
粉
・
蒔
絵
筆
・

漆
な
ど
の
材
料
費
）

申
し
込
み

５
月
１
日
（火）
〜
10
日
(木)

に
、
電
話
で
同
所
へ

※
漆
か
ぶ
れ
に

つ
い
て
は
、
一

切
責
任
を
負
い

ま
せ
ん
。

催
し
物

催
し
物

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ま
た
初
心

者
で
も
、
好
き
な
と
き
に
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費

１
人
に
つ
き
１
回
１
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、

当
日
の
参
加
者
が
多
い
場
合
は
、
参
加

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
運
動
で
き
る
服
装
・
体
育
館
用
シ
ュ

ー
ズ
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
校
行
事
な
ど
の
都
合
で
、
開
催
日

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

工
芸
講
座

蒔ま
き

絵え

教
室

工
芸
指
導
所

（
1
#8
１
１
６
０
）

外
城
田
川
清
掃
活
動

小
俣
総
合
支
所
産
業
建
設
課
内
・

外
城
田
川
河
川
美
化
協
力
会

（
1
@2
７
８
６
３
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

み
ん
な
で
学
校
へ
集
ま
ろ
う

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
1
@2
７
８
９
１
）

講
座
講
座

健康体操ソフトエアロビクス 
スポーツインストラクター 

中村美和さん 

種目（講師） 

健康体操レクダンス 
スポーツインストラクター 
平沼美智子さん　ほか 

かんたんヨガ 
スポーツインストラクター 
棚橋聖子さん　ほか 

5/14 

5/10 

5/11

5/21 

5/17 

5/18

5/28 

5/24 

5/25

6/4 

5/31 

6/1

6/11 

6/7 

6/8

6/18 

6/14 

6/15

6/25 

6/21 

6/22

7/2 

6/28 

6/29

7/9 

7/5 

7/6

7/23 

7/12 

7/13

7/30 

7/19 

7/20

 

7/26 

7/27

城田中 

厚生小 

倉田山中 

みんなで学校へ集まろう（前期：5月～7月） ※いずれも時間は、午後7時30分～9時です。 

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 ところ 

ソフトエアロビクス

かんたんヨガ

ぶどう文高蒔絵香合
もんたかまきえこうごう
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浄
化
槽
を
雨
水
タ
ン
ク
に
転
用
す
る

工
事
費
の
補
助
金

雨
水
の
流
出
抑
制
と
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
行
う

際
に
不
用
と
な
る
浄
化
槽
を
、
雨
水
タ

ン
ク
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
の
改
造

工
事
費
の
一
部
を
、
次
の
と
お
り
補
助

し
ま
す
。

対
象
者

公
共
下
水
道
供
用
開
始
後
３

年
以
内
に
、
浄
化
槽
を
雨
水
タ
ン
ク
に

転
用
す
る
工
事
を
行
う
人
（
法
人
も
可
）

補
助
金
額

浄
化
槽
の
転
用
工
事
に
要

し
た
費
用
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
額

７
万
５
０
０
０
円
、
千
円

未
満
切
り
捨
て
）

対
象
と
な
る
工
事
費
用

・
浄
化
槽
内
部
の
清
掃
費
用
、

不
用
部
品
の
撤
去
費
用

・
雨
ど
い
か
ら
浄
化
槽
ま

で
の
雨
水
集
水
管
の
工
事

費
用

・
ポ
ン
プ
・
散
水
栓
の
設

置
費
用

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
助
成
制
度
の
改
正

10
月
１
日
（月）
か
ら
、
排
水
設
備
工
事

費
用
の
助
成
制
度
を
、
左
表
の
と
お
り

改
正
し
ま
す
。

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
ほ
か
に
も
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
同
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人

は
、
児
童
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。た
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
る

た
め
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

所
得
制
限
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
手
当
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人
は
、

６
月
分
か
ら
、
手
当
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
５
月
１
日
（火）
以

降
に
再
度
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
当
は
、
原
則
と
し
て
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先

同
課
、
各
総
合
支
所
福
祉
健

康
課
、
各
支
所

持
ち
物

印
鑑
、
請
求
者
名
義
の
振
り

込
み
を
希
望
す
る
通
帳
（
郵
便
局
を
除

く
）
、
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

加
入
者
は
不
要
、
社
会
保
険
加
入
者
は

健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
で
も
可
）

※
ほ
か
の
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
24
時

間
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
問
わ

ず
、
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
19
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
を
コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
で
き
る
期
限

は
、
５
月
31
日
（木）
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
の
際
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字

さ
れ
た
、
コ
ン
ビ
ニ
対
応
の
納
付
書
で

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

サ
ー
ク
ル
Ｋ

サ
ン
ク
ス
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
エ
ー
エ

ム
・
ピ
ー
エ
ム
、
コ
コ
ス
ト
ア
、
セ
ブ

ン
・
イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

な
ど
の
全
国
各
地
の
店
舗
（
詳
し
く
は

納
付
書
参
照
）

公
共
下
水
道
に

接
続
す
る
皆
さ
ん
へ

下
水
道
施
設
管
理
課
（
1
@1
５
６
０
６
）

児
童
手
当
の
請
求
は

済
ん
で
い
ま
す
か

こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

軽
自
動
車
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
税

収
税
課
（
1
@1
５
５
３
７
）

水洗便所等改造資金助成制度の改正点

９月30日（日）まで 10月１日（月）から

対象世帯

・生活保護世帯
・障がい者世帯・高齢者世帯・母
子世帯のうち、世帯の前年総収
入金額が、生活保護基準の1.5倍
未満の世帯

助成金額
・生活保護世帯は全額
・そのほかの対象となる世帯は上
限額38万円

・生活保護世帯
・障がい者世帯・高齢者世帯・一
人親世帯のうち、世帯の前年総
収入金額が、生活保護基準の1.5
倍未満の世帯

・生活保護世帯は上限額50万円
・そのほかの対象となる世帯は工
事費の2分の1の額（上限額38万
円、千円未満切り捨て）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ



「
伝
え
る
〜
伝
え
て
い
き
た
い
心
と

技
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
家
造
り
に
携
わ

る
人
々
、
街
角
の
職
人
さ
ん
、
俗
信
と

し
き
た
り
、
昔
の
遊
び
な
ど
を
、
特
集

と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

内
容

特
別
寄
稿
（
橋
本
紡
さ
ん
・
近

藤
政
伸
さ
ん
・
松
本
正
之
さ
ん
）
、
学

芸
員
に
よ
る
座
談
会
、
グ
ラ
ビ
ア
「
伊

勢
の
い
の
ち
」
、
学
校
の
風
景
「
読
書

活
動
」
、
有
名
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ

る
「
音
の
お
伊
勢
ま
い
り
」
、
１
５
０

の
文
化
団
体
を
収
録
し
た
「
文
化
団
体

情
報
」
な
ど

価
格

５
０
０
円
（
税
込
み
）

販
売
所

市
内
・
近
隣
市
町
の
書
店

平成19年5月号 20

伊
勢
市
総
合
文
化
誌

「
伊
勢
ぶ
ん
か
」
第
６
号
を
発
行

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
５
）

不
動
産
公
売

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
徴
収
課

（
1
津
０
５
９
・
２
１
３
・
７
３
５
５
）

５
月
21
日
（月）
〜
27
日
（日）
は

春
の
行
政
相
談
週
間

広
報
広
聴
課
（
1
@1
５
５
１
５
）

６
月
１
日
（金）
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
政
策
課
（
1
@1
５
５
４
６
）

不
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
公

売
不
動
産
の
買
い
受
け
を
希
望
す
る
人

は
、
入
札
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
同
課
に
問
い
合
わ
せ
る

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://w
w
w
.zei-

kikou.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
16
日
（水）
、
午
前
10
時
30
分

〜
11
時

と
こ
ろ

三
重
県
津
庁
舎
・
６
階
第
61

会
議
室
（
津
市
桜
橋
３
丁
目
４
４
６
│
34
）

川 端 町

大 湊 町

大 倉 町

上 地 町

宇 治 館 町

鹿 海 町

馬 瀬 町

光山　 大善

泰道　 詞子

河野　 英子

野口　 佳子

宇仁　 陽子

大西　 良太

中北　 善明

氏　名 住　所

人権擁護委員　　　　　（敬称略）

種　別 と　き ところ

全国一斉

「特設人権相談」
６月１日（金） 13：00～16：00 広報広聴課

定期的な

「人権相談」

毎月第２木曜日
13：00～16：00
受け付けは
15：00まで

広報広聴課

毎週火曜日・
水曜日・金曜日

9：30～16：30
津地方法務局
伊勢支局

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

毎
年
こ
の
日
に
、
全
国
一
斉
「
特
設

人
権
相
談
」
を
行
い
、
人
権
擁
護
委
員

が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

常 磐 2 丁 目

二見町松下

二見町茶屋

小俣町元町

小俣町明野

御薗町新開

御薗町高向

埜　　 蓮香

岡島　久美子

濱千代 日出雄

松家　香代子

橋 爪 　 紘 一

倉 本 　 啓 二

西村　みゑこ

氏　名 住　所

行
政
相
談
は
、
国
や
県
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
を
聞
き
、
解

決
を
図
る
制
度
で
す
。

毎
月
、
同
課
・
二
見
総
合
支
所
・
小
俣

総
合
支
所
を
窓
口
と
し
て
、
行
政
相
談

員
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

「
県
政
だ
よ
り

み
え
」
な
ど
の

配
布
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た

三
重
県
政
策
部
広
聴
広
報
室

（
1
津
０
５
９
・
２
２
４
・
２
７
８
８
）

県
の
広
報
紙
「
県
政
だ
よ
り
み
え
」、

県
議
会
の
広
報
紙
「
み
え
県
議
会
だ
よ

り
」
に
つ
い
て
は
、
５
月
号
か
ら
、
発

行
日(

毎
月
１
日)

の
前
日
ま
で
に
、

（株）
中
日
三
重
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
各

戸
に
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
配
布
漏
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
（株）
中
日
三
重

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
1
津
０
５
９
・

２
２
４
・
８
８
８
１
）
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

人権相談

( )
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や
す
ら
ぎ
公
園
墓
地
の
美
化
に

ご
協
力
を

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
1
@4
８
５
０
９
）

食
べ
物
な
ど
の
お
供
え
物
は
、
お
参

り
し
た
後
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ま
ま
置
い
て
お
く
と
、
野
鳥
が

食
べ
散
ら
か
し
、
墓
石
を
汚
し
た
り
、

周
囲
に
迷
惑
が
掛

か
り
ま
す
。

墓
地
の
美
化
に

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

勢田川

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年
３月結果

2.7 49.0 4.0 3.0

2.4 5.5 3.7 1.7

3.5 7.5 3.8 2.0

平成18年
３月結果

平成17年度
平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（3月8日　西日本技術コンサルタント　分析）

■勢田川水質調査結果 環境課（1@15542）

ケーブルテレビ番組案内 
 
ケーブルテレビ番組案内 

分 番組 

5/7～13 

4/30～5/6

・ゴールデンウィークダイジェスト     
　（リポート番組：1月～4月分のダイジェスト） 

00 

30 

40 

00 

10 

30

iTVニュース 

ひよこくらぶ 

探歩々隊 

「和」を楽しむ 

旅deわん！ 

分 番組 

5/14～20

00 

30 

40 

00 

10 

30

iTVニュース 

MCTV遊味ｉｎｇ 

すぽこん 

フォトスケッチ 

のんびりいこう 

Ladies Angler
鳥羽水族館 

新・水の惑星紀行 

イオン明和 

ケーブルナビ 

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

5/21～27

00 

30 

40 

00 

05 

10 

30

iTVニュース 

市井の人 

このまちの昭和 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

暮らしのぞき箱 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

5/28～6/3

00 

30 

40 

0
0 
 

10 

30 

45

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

むかし知恵袋 

 

 

ＰＥＴ☆ＰＥＴ 

お木曳特集 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

※放送時間や内容は、変更することがあります。ご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） 株式会社アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

・子育て拠点施設「きらら館」が開館し
ました 

放送時間：午前6時・9時、正午、午後3時・6時・9時～ 

■特集（5月） 

4／30～5／6 
・パパとママの教室 
・活性化活動事業補助金の申請団体を募集 
5／ 7～  13 
・児童手当の申請はお済みですか 
・花火大会の有料観覧席を販売 
5／14～  20 
・予防接種 
5／21～  27 
・脳活性化教室 
・水道週間 
5／28～6／3 
・歯の衛生週間 
・二見しょうぶロマンの森 

■お知らせ 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみ
の放送で、アナログ10チャンネルと同じ「特
集」「お知らせ」などの行政情報や、お天気
情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 
※iTVニュースは、日曜日～金曜日の毎日午後７
時に更新します。土曜日・午後7時からは、ニュー
スの週間ダイジェストを放送します。 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きいほ

ど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される酸

素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。
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5月の無料相談
種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（121ー5556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（121ー5561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（121ー5561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（125ー3676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（122ー7887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（122ー7867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（122ー7867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター（小俣総合支所・2階）

（122ー7894）

就　職

と　き 毎週火曜日（５月15日を除く）

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 1日につき5人まで（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（121ー5568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日

午前９時30分～午後４時30分
※土曜日・日曜日・祝日は、実施しない場合があります。

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（120ー6525）
相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（121ー5583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（122ー6012）
双寿園（123ー9231）
白百合園（127ー1511）
山咲苑（126ー2600）
正邦苑（138ー1800）
みなと（135ー0811）
楽寿苑（131ー0050）
二見ふれあいプラザ（143ー4423）
小俣（127ー1155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（５月２日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（127ー0509）

と　き 第２水曜日（５月９日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（127ー2425）

と　き 第３水曜日（５月16日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（122ー6617）

と　き 第４水曜日（５月23日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（143ー3994）

小・中学生の不
登校・いじめ・
友人関係・学習
など

非行・いじめなど

小・中学生の教育
〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談、日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室（サンライフ伊勢内）

（128ー1267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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5月の無料相談
種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません

と　き 毎週月曜日

午後１時30分～３時30分

ところ 広報広聴課（121ー5515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 １日につき８人まで

（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き ５月10日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 5月7日（月）～9日（水）に、社会福

祉協議会小俣支所（127ー

0509）へ来所または電話

と　き ５月17日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所（ハート

プラザみその内）（122ー6617）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ５月10日（木）～16日（水）に、社会

福祉協議会御薗支所へ来所また

は電話

と　き 第３水曜日（５月16日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（121ー5515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

種 別

行　政

登　記

消費生活

相談日など

と　き 第２火曜日（５月８日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（121ー5515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（5月10日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（121ー5515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（128ー6158）

と　き ５月10日（木）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（121ー5515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）

商工労政課（121ー5512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（５月１日・15日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（121ー5515）

と　き 第２火曜日（５月８日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（142ー1111）

と　き 第４火曜日（５月22日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（122ー7858）（ ）

（ ）



広

報

公民館まつり

二見公民館で、公民館まつりが開催され、

公民館で実施している講座やクラブで作った

作品の展示、子どもたちによるお菓子作り、

映画の上映会が行われました。

2日目は、「おひなさまめぐりin二見」の最終

日と重なり、会場は451人もの来場者でにぎわ

いました。

3
3・4

おかげバス出発式

4月1日から市内を走っているコミュニティ

バスの試行運行の開始に先立ち、出発式が行

われました。

「おかげバス」という愛称は、おかげ参り

のにぎわいのような和やかなバスであるよう

にとの願いを込めて命名されたものです。

出発式では、テープカットや愛称の命名者

への記念品贈呈などが行われました。

4
1

ファミリーウォークラリー大会

小俣小学校を発着場所とする約4㎞のコース

で、ファミリーウォークラリー大会が開催さ

れました。

16チーム（69人）が参加し、公園などのチェ

ックポイントで、なぞなぞなどの問題を解き

ながら、それぞれに楽しみました。

3
18

保育所「きらら館」入所式

4月1日に開館した、保育所「きらら館」の

第1回の入所式が行われました。

この春からきらら館に通う子どもは66人。

入所式では、元気いっぱいに歌を歌ったり、

先生が名前を読み上げると大きな声で返事を

するなど、新しい保育所でこれから始まる生

活に胸を弾ませている様子でした。

4
3
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人の動き（3月末現在）

まちの話題

総人口 135,944人 (－539人)

世帯数 52,523世帯 (－73世帯)

男性 64,500人（－330人）

女性 71,444人（－209人）

※外国人登録者を含む。


